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新型コロナ感染症（COVID-19）

　　　　　　　～第10報～

新型コロナ感染症は我が国では第5波に入り、8月16日現在日本での感染症数は116万人超、亡くなられた方は1万5000人超となり、8月20日から緊急事態宣言は13都府県、まん延防止等重点措置は16道府県に発令されることとなりました。また世界では感染者数2億人超、亡くなられた方は436万人超となり、未だ収束の見通しをたてることは困難です。

　感染予防としては人の流れも含めて3密（密集・密接・密閉）を避けること及びマスク・手洗いを行い、飛沫や接触感染を避けることが基本ですが、社会活動を行いながらの現状では、これ以上の徹底は頭打ちになりつつあります。一方、感染予防の切り札と目されているワクチン接種はわが国では開始は遅かったものの政府発表では毎日120万人前後で進んでおり、8月16日現在、1回目の予防接種を受けた人は全人口（約1億3000万人）の49.3％、2回目まで打ち終えた人は約37.2％となり、接種率はまだ十分ではありませんが、その接種速度は諸外国と比べ進んでいます。しかしながら各地域へのワクチン供給は政府発表と異なり供給が不足しており、接種速度は低下してきました。
　また現在の第5波の感染者は0才児から60才台前半のワクチン未接種の人が主体で、その中から40～50才台の人を中心に中等症・重症の人がかつてないほど増えており、首都圏はすでに医療は限界で、その他の地域でも医療がひっ迫しつつあります。
　治療についてはこれまでウイルス増殖をおさえるレムデシビル、炎症反応を抑えるステロイド薬（デキサメサゾン等）が主体でしたが、最近導入された抗体カクテル薬は、ウイルスの細胞侵入を抑え、発症早期（1週間以内）に用いれば約70％に重症化を予防するとされ、最も期待されています。

　当面、この抗体カクテル療法を主体とした治療や医療体制に変わっていくと考えられます。また経口薬の開発も進みはじめており、順調にいけば来年には使用が可能となると思われ、ワクチンの普及と治療薬の開発が進むことで収束の展望が得られる思っています。

　また大雨、台風、洪水等の自然災害が多発する季節となっており、避難されるときは避難場所においても3密を避け、マスクや手洗いを徹底されるようお願いいたします。
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